
周南公民館の裏山で自然体験！プログラム集 
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周南公民館の裏山で自然体験！No.2 

「森の福笑い」 
 

 

 

活動の概要・ねらい 

 樹木を観察すると、こぶ、くぼみ、穴、ふくらみ等があったり、樹皮の模様も様々であること

がわかります。木々の特性を活かして顔の表情をつけることで、創造力や表現力を養うことがで

きます。 

 

１．事前準備 

 ・題材となりそうな形状の樹木を選定する。また、面白い樹形、

樹皮の樹木を調べて、その形になった原因などを対象者に合わせ

て説明できるように調べておく。 

・参加人数に合わせて顔パーツを用意する。 

  

２．プログラムの流れ 

 ①活動エリアの確認、または対象の樹木を設定し活動を開始。 

 ②顔パーツを参加者に配布。 

 ③養生テープやセロテープなど、樹木を傷めないものでパーツを貼り付け。張り付けた表情を

楽しむ。 

 

３．注意事項 

 ・対象者により、同じ場所でも表現の仕方が違ってきますので、あくまで自主性を重んじて進

めることが基本ですが、年少者には見本を作って見せることも良いと思います。 

 ・張り付けたパーツははがして処分する。 

 

 

対象年齢 ６歳程度から 

人数 何人でも 

時間 10分程度 

場所 裏山・遊歩道にある樹木 

【準備するもの】 

 ・目、鼻、口などの顔パーツを用意する 

 ・養生テープやセロハンテープ 
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